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82歳のモトクロスライダー

祝・敬老

ボーイスカウト日本代表

モトクロスの大会の「第16回2015夏祭り12時間エ

ンデューロエンジョイクラス」で、川田谷在住の最上

一さん（82歳）が優勝されました。最上さんは自慢の体

力を武器に地域のボランティア活動にも、積極的に参

加しています。

　敬老事業の一つとして、（公財）けやき文化財団主催

の歌謡ショーが行われました。

（９月６日東公民館、13日川田谷生涯学習センター）

　ボーイスカウト桶川第１団の皆さんが、第23回世界

スカウトジャンボリーへ日本代表として参加し、その

結果を市長に報告しました。 （８月17日）

　毎年恒例の桶川

ジャンボスイカコ

ンテストが、べに

花ふるさと館で開

催されました。大

きなスイカを見な

がら美味しいスイ

カも味わいました。

【一般女子の部】

優　勝 かりっとぱんだ（小野・上・杉本・若山）

準優勝 さくさくぱんだ（吉田・安保・栗原・真鍋・廿楽・佐藤）

３　位 笑点（忰田・重田・白岩（亜）・白岩（桃）・宮田・大竹）

【シニア女子の部】

優　勝 キララ　グリーン（今井・星野・髙久・佐藤）

準優勝 キララ　レッド（小薬・関口・松田・山下）

３　位 フラワーズＡ（岸・横堀・小原・長島・飯塚）

【一般男子の部】

優　勝 最強杏仁豆腐（初田・鈴木・花本・柳澤）

準優勝 キララ（清野・常山・山口・髙橋・平澤）

３　位 アイチ（新井・福島・太田・斉藤・星野・真田）

平成27年度第9回市民ミニバレー大会結果

とき▶9月6日㈰　ところ▶サン・アリーナ 

参加人数▶16チーム　主催▶桶川市スポーツ推進委員連絡協議会 

【Ａ面】 第１位 上西ソフトクラブ

【Ｂ面】 第１位 桶川プリンス

【Ｃ面】 第１位 ＫＩクラブ

【Ｄ面】 第１位 東観ソフト

市民壮年ソフトボール大会結果

とき▶7月12日㈰　ところ▶総合運動場 

参加人数▶約140人、12チーム　

主催▶体育協会桶川支部 

文
書
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
う
ち
戦
国
時
代
か
ら

近
世
初
頭
に
か
け
て
の
十
二
点
が
埼
玉
県
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
埼
玉
県
立
文
書

館
へ
寄
託
）
。
そ
の
な
か
に
、
徳
川
家
康
か
ら

出
さ
れ
た
古
文
書
が
二
点
あ
り
ま
す
。

天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
八
月
、
関
東
に

入
国
し
た
家
康
は
、
そ
の
翌
年
十
一
月
に
領
内

の
有
力
寺
社
へ
一
斉
に
朱
印
状
を
交
付
し
領
地

を
寄
進
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
倉
田
（
文
書

で
は
「
蔵
田
」
と
表
記
）
の
明
星
院
に
「
拾
石
」

が
寄
進
さ
れ
た
証
文
で
す
（
写
真
１
）
。
十
石

と
い
う
の
は
、
十
石
の
米
（
一
八
〇
〇
㍑
）
が

生
産
で
き
る
土
地
と
い
う
意
味
で
す
。
さ
し
て

広
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
軍
か
ら
直
々
に
領

地
を
拝
領
し
た
「
御
朱
印

寺
」
と
し
て
特
別
の
寺
格

を
も
ち
ま
し
た
。

写
真
を
み
る
と
、
文
書

の
下
半
分
が
白
紙
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
枚

の
紙
を
上
下
二
つ
に
折
っ

て
使
用
す
る
「
折お
り

紙が
み

」
と

い
う
形
式
の
文
書
で
、
た

ま
た
ま
裏
面
と
な
っ
た
下

半
分
に
文
字
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
末
尾
の
日
付

明
星
院
の
徳
川
家
康
文
書

文
化
財
に
は
美
術
品
や
歴
史
資
料
、
考
古
、

民
俗
、
天
然
記
念
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
歴
史
資
料

と
し
て
の
古
文
書
は
、
和
紙
に
墨
で
書
か
れ
極

め
て
地
味
な
存
在
で
す
。
普
通
、
古
文
書
は
そ

れ
を
伝
え
て
き
た
所
有
者
単
位
に
整
理
さ
れ
ま

す
が
、
種
類
や
点
数
が
多
く
、
近
世
の
古
文
書

で
は
数
百
点
に
及
ぶ
も
の
が
一
般
的
で
す
。

今
年
は
、
江
戸
時
代
を
切
り
開
い
た
徳
川
家

康
の
没
後
四
〇
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
の

で
、
家
康
の
古
文
書
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
市

内
倉
田
の
明
み
ょ
う

星
じ
ょ
う

院い
ん

に
は
、
九
〇
〇
点
以
上
の
古

の
下
に
捺お

し
て
あ
る
の
は
家
康
の
朱
印
で
す
。

「
福
徳
」
と
い
う
文
字
が
彫
ら
れ
、
戦
国
争
乱

の
永
禄
十
二
（
一
五
六
九
）
年
頃
か
ら
使
用
し

て
い
ま
す
。
印
章
に
龍
を
象
か
た
ど

っ
た
武
田
信
玄
、

「
天
下
布
武
」
と
刻
ん
だ
織
田
信
長
な
ど
と
比

べ
る
と
、
家
康
ら
し
く
道
徳
的
な
意
味
が
強
い

印
章
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
点
は
、
そ
れ
か
ら
二
十
三
年
後
、
慶

長
十
八
（
一
六
一
三
）
年
五
月
二
十
一
日
に
出

さ
れ
た
文
書
で
す
（
写
真
２
）
。
寺
院
を
統
制

す
る
た
め
に
各
宗
派
ご
と
に
出
さ
れ
た
証
文
の

ひ
と
つ
で
、
関
東
の
新
義
真
言
宗
の
僧
侶
が
守

る
べ
き
五
箇
条
の
規
約
を
示
し
て
い
ま
す
。
当

時
、
明
星
院
住
職
の
祐ゆ
う

長
ち
ょ
う

は
家
康
の
信
任
が
厚

く
、
関
東
の
新
義
真
言
宗
寺
院
を
代
表
し
て
駿

府
（
静
岡
）
に
赴
き
こ
の
証
文
を
渡
さ
れ
た
こ

と
が
、
家
康
側
近
の
日
記
か
ら
判
明
し
ま
す
。

こ
の
文
書
の
よ
う
に
一
枚
の
用
紙
全
体
を
使

用
す
る
形
式
を
「
竪た
て

紙が
み

」
と
い
い
ま
す
。
印
章

の
形
は
楕
円
形
、
色
は
黒
印
に
な
り
、
印
文
も

「
恕ジ
ョ

（
ゆ
る
す
の
意
）
家
康
」
と
、
さ
き
の
寺

領
寄
進
状
と
は
一
変
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
古
文
書
も
詳
細
に
観
察
す
る
と
、
書
か
れ

た
文
字
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
面
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
く
と
、

博
物
館
な
ど
に
展
示
さ
れ
た
古
文
書
も
さ
ら
に

楽
し
く
鑑
賞
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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夫

▲写真２　徳川家康法度
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総額20万円の永代供養墓も好評受付中

墓所
販売中

総額

無料 受付

35万円（税別）「樹木葬」販売開始！
まずはご相談を。

緑に抱かれた、やすらぎの空間、グリーン・グレース

バラに囲まれたガーデニング区画からお選びできます。

愛情たっぷり
　　大きなスイカ

▲写真１　徳川家康朱印状

栗原安雄さん
（第1位 埼玉県知事賞）
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http://www.bullzip.com/dispatch/?action=Trial&productid=pdf&v=11.1.2600&f=Professional%20features:%20Remote%20session%20on%20Citrix%20or%20Terminal%20Server&rd=trial&fl=&rfl=PRO

